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ルー プ レヒター さんへ の感謝
中居 実
ヴァル ター ・ループ レヒター先生が、 この三月 に退職な さ り、奥様 ともども、
ウィー ンにお帰 りになるとい う。私は、初 めてその ことを耳 に した とき、俄 か
には とて も信 じられない、 とい う思いに襲われた。
しか し考えてみれ ば、定年 とい うものがある以上、み な、いつかは職場 を後
に しなければな らないのは 当然のこ とで、そ こに何 の不条理な事態 も無 いのだ
けれ ど、私には、ことはそ う単純ではなか った。何 しろ、いつ も近 くに居 た大
事な人間が、突然 ウィーンへ去 って しま う、 とい うのだか ら。
ループ レヒター先生が、一 いや、ここはいつものよ うにループ レヒターさん、
と呼ばせ ていただこ う一 、本学(当 時 は東京都 立大学)に 赴任 され たのは、平
成4年(1992年)10A1日 のことだった。以来、足掛け25年 間、同僚 として、
また、程 な く友人 として も、親 しくお付 き合い していただいてきた。 この、ル
ープ レヒター さん招聴 とい う、わが独文研 究室に とっての大きな出来事 は、 当
時、私 もこの招聰人事に関わったこともあって、細部まで昨 日のこ とのよ うに
覚えている。
懐 か しいので少 し書かせ ていただく。都 立大学(当 時)が 目黒か ら南大沢に
移転す るに際 し、かねてよ りの懸案だ った外 国人専任教員の招聰 を、独文で も
この際思 い切 って実現するこ とに決 め、では誰 を、 とい う段になって、その見
識 と人柄 のゆえに白羽の矢が立 ったのがル ープ レヒター さんだった。その頃、
折よ くウィー ンに出張中の独文教員 も2名 ほどいたこ ともあ り、ループ レヒタ
ー さん と現地で直接交渉できる利点 も考える と、 この招聰人事 、さだ めし順調
にい く運び と思われたが、なにせ初めての外 国人採用人事 とい うことで、その
処遇 にっいては煩蹟な ものがあ り、 ご本人 ・独文研究室 ・人文事務室 との間に
意思の疎通 に欠け るところが多々生 じて しまった。それに とどまらず、一時は
この人事その ものが危ぶ まれ るまでに至ったので、当時、人文学部長でい らし
た大久保健治先生の鶴 の一声で、私が急遽、 ウィーンのルー プレヒター さん と
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連絡 を取 り合 い、独文 と事務 室の意 向を踏まえて、招聰条件の詰 めに当たるこ
とになった。 当時はまだ電子 メール も一般 的でな く、すべて電話 で、メモ を片
手 に、逐一確認 し合 ったものです。
それ か ら程な く、「これな ら安心 して赴任 できます。い ろいろ どうもあ りが と
う。」とループ レヒター さんか ら言 われた ときは、芯 か らホ ッとしたこ とを覚 え
ている。給与 ・休暇 日数 ・住居 ・年金 な ど、多岐 にわたる処遇 の説明 を、私の
下手 な ドイ ツ語で、(それ も電話 で!)、誤解な きよ う説明す るのはたいへんだ
った。 が、 と りもなお さず、それあれ ばこそ、ループ レヒター さん との間に、
お互いへの信頼 が生まれたよ うにも思 う。実際、それまでのひ どく緊迫 した(?)
や り取 りのおかげで、来 日したご夫妻 を成 田に出迎 えた折には、なん とはな し、
これが初対面だ とは思えなかった、 とい う記憶がある。
今 に して思い当たることもあ る。それ は、い くら初 めての外国人招聰人事 だ
ったか らといって、極論すれば、 日本側の採用条件 の細部 まで詰め もせず(少
な くとも明示的 に文章化せず)、各種情報 を積極 的に相手に通知 もせず、ただた
だ(当 時の)口 本 の採用基準を機械的に相手方に当てはめて(欧 米では発行 し
ない証明書で も要求 した り)、それ に従 って応募す ることを譲 らない(よ うに見
えた)、とい うのでは、ループ レヒター さんが処遇に不安 を覚 え、断念す ること
まで考えたの も当然 だった、とい うことである。が、いまとなっては、Ende
gut,allesgut.(終わ り良ければ、すべて良 し。)ル ープ レヒター さん、本 当
に よくぞ来て くだ さった!あ らためて、あ りがと う。
ル ープ レヒター さんは、もの静かで控 えめな行まいの裡 に、深い学識 を湛え
た方 である。関心領域 は広 く、文学 ・思想 ・建築 ・視覚芸術一般 にまで及 ぶ。
ご自分 からはその学識 を顕示 した りは決 してなさらないが、機会が あれば、惜
しみなく知見を披露す るにやぶ さかでない、 といった風情 の人だ。勢い、周 囲
か らは厚い信頼 を寄せ られずにはいない。のみな らず、そのよ うな友誼 ・交流
か ら自ず と生まれ た繋が りや縁を、ループ レヒター さんのほ うで もまた、 とて
も大事に し培 って きたよ うに見え る。氏が、優れ た研究者であるにとどま らず、
またかって、ある出版社において有能 な編集者で もあった、 とい うことにも得
心が行 く。 そ して この、いわば文学的 ・芸術的ネ ッ トワー クとも言 うべ き、文
人 ・墨客 との淡交の輪が、独文学会やオース トリア文学会、 さらにはい くつか
の大学における種々の文化 的催 しなどの折に、組織者 ・媒介者 としてのループ
レヒター さんに、極めて生産 的に働いて きた と思 う。本学赴任 以来 、今 日に至
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るまで、幾多 の、 ドイツ ・オー ス トリア、 さらには中部 ヨー ロッパ の秀れた詩
人 ・作家たちを 日本へ と呼び寄せ、常に興味深 い集い を実現 させ てきた、 とい
うよ うなこ とは、おそ らくルー プ レヒター さん以外 のだれに も、到底 な し得 る
ことではなかった と思 う。
またルー プ レヒター さんは、私た ち研 究室の 同僚 たちが 日常折 々に発す る
様々な質 問に対 して、それ が何で あれ、いつも誠実 に、その都度 、問われた以
上の収穫 を盛 った解答を返 して くれ る人だった。そ のよ うであ りなが ら、決 し
てそのこ とを人 に誇 らない人。そ もそ もそんな必要 のない人なのだ。だか ら、
彼 と一緒 にい ると、私 はよく、しみ じみ思ったものだ:「ヨー ロッパ の本 当の知
識 人、本 当の知性 とい うのは、こ うい う人のこ となんだな あ」 と。
このよ うに、学問上、学術上、ループ レヒター さんに負 うこ とはあま りに も
多いが、その他の面で も、彼 に感謝 したいこ とは山ほどある。 いま、思いつ く
ままにひ とっ挙げ るな ら、まず浮かんで くるのが、 ウィーン大学 と本学が交わ
した 「交換留学協定」による両大学間交流へ の、氏の惜 しみない援助であ る。
かつて、縁 あって ウィー ン大学の 日本語 学科 で 日本語 を二年 間教 えることにな
った私 は、 当時の主任教授 リンハル ト先生の応援 を得て、 ウィー ン在任 中に こ
の留学協定の合意 にこぎつけることができた(1997年)。それ はそれ として非
常に良か ったのだが、 さて問題は、 このせ っか くの貴重な制度 を、本学(と ウ
ィー ン大学)に ど うや って根付かせ 、実 りあるものに育ててゆくか、にあった。
その、極 めて大事 な制度発足時期に、 ウィー ンか らの留学生 たちのために率先
して時間 を割き、相談 に乗ってや り、受講科 目な どについて助言 を与え、キャ
ンパ スにおいて、大 き く彼 らを包んで くれ るよ うに接 して くれたのが、わがル
ープレヒター さん、そ して奥様のカー リー ンさんだったのである。 この ことに
つ いて は、お二人 に どれ ほど感 謝 しても感謝 しきれない、 と思 ってい る。む ろ
ん私 も、制度設計者 のひ と りとして、全力 を尽 くしたつも りだが、なに しろお
二人 はといえば、 ともにウィーン大学 の卒業生であ り、毎年や って来る ウィー
ンか らの留学生 たちは、学科 こそ違 え、みなすべて後輩 なのだ。彼 ら留学生か
らすれば、 ウィー ン大学の大先輩 に してかつ 日本の文化 ・事情に通 じたお二人
ほど、心強い味方 はいなかったはず だ。それだけではない。ループ レヒター さ
んの貢献は、 日本側の留学生たちにも及んだ。氏は制度発足以来、本学 のウィ
ー ン派遣学生選考試験のすべてに関わ り、入念で公 平な、模範的な選考 を確立
した。また、留学 を希望する本 学学生 に対 しては、これ を励ま し、 ときに応募
を強 く勧 め、語学習得の援助 を惜 しまなかった。氏 はまた、毎年 ウィー ンに帰
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省 した折 には、ウィーンに留学中の本学学生たち との面談の時間を努 めて作 り、
彼 らを元気づ けて くれた。 なかなかでき ることで はない。 この交換留学が、今
に至 るまで成功 し、成果を挙 げて来たにっいては、ループ レヒター さんた ちに
その功 の半 ば以上を負 ってい る、 と言っても過言ではないであろ う。なお、 こ
れは余談 にな るが、「交換留学協定」立ち上げの際に、ウィー ン大学 当局 と都 立
大学(当 時)事 務局 とを相手 に文案 作成交渉 に臨んでいた時、なにが しか、ル
ープ レヒター さんを招聰 した ときの経験 がふ と私の頭 をよぎることがあ り、こ
れ もまた不思議 な巡 り合わせ だな、 とい う思いが したこ とだった。
ループ レヒター さんのことな ら、感謝 を込めて語 りたいことはほかに も沢 山
あるけれ ど、おそ らく、 とめ どもない ことになるので、最後 にも うひ とっだ け
触れて、筆 を置 きたい と思 う。
それは、初 めはループ レヒター さん単独 の授業 として始ま り、数年後 に私 も
加わるこ とになった、非常に魅力的な文化 史の講義の ことである。最初は、確
か、 ドイツ文学史 として開講 されていた。ル ープ レヒター さんが ドイ ツ語で講
義 し、時代 ごとに代表 的な作品の抜粋をテキス トに選び、学生 と一緒 にそれ ら
を読みなが ら、話 を進 めてゆ く、まずはオーソ ドックスな文学史 の授業だった
と記憶す る。ただ、講義名 は文学史だが、その内容は非常に多彩 なもので、文
学作品をメイ ンとしなが らも、絵画や建築 ・庭園な ど、文化史的 な要素に富ん
だ実に面 白い ものだ とい うことは、ルー プレヒター さんによる授業案内を読 ん
です でにわかっていた。 また、主たる舞台は 当然 ドイツ語圏だが、テーマによ
っては、話はイタ リア、 フランス、イ ギ リス と、 自由に飛んでいた。 いわば、
ヨー ロッパ全体 を視野に収めた文化史、 といった趣 の授業だったか ら、私 も、
氏の許可を得て受講 させ てもらった。ところが驚いたこ とに、教室には僅 か2、
3人 しかいない。実 にもったいない ことで、私が しき りに残念 がる と、や は り、
ドイツ語 が理解できないので学生に敬遠 される、とい うことだった。それ なら、
授業の概略や要点 を、私が時折補助的に説 明すれ ば、内容 自体は折 り紙付 きな
のだか ら、受講生に も敷居 が低 くな っていいだろ う、 とい うこ とで、そ うして
みた ところ、半年後には7,8人 に増えた。一年後には二けたにな り、その後
ま もな く30人 を超 えた。その間に、私 がいちい ち後ろを振 り返 って解説する
のが学生 には煩わ しく感 じられ るよ うなので、結局、私は通訳(な い し解説役)
として、ループ レヒター先生の隣に収 まり、話の小 さな纏 ま りごとに訳す、 と
い う形 に落 ち着いた。 この形が定着 してか ら、講義本 来の魅力が学生に知れ る
ループ レヒターさんへの感謝17
ところ となったか らであろ う、以後30～50名 の学生が常時受講す る、活気
のある教室へ と変わってい った。 この授業 で得た知見が契機 とな り、卒業論文
のテーマ を見出 した学生 も多い、 と聞 く。 この講義の内容 については、学生は
もちろんの こと、私 自身、ヨー ロッパの文化 史一た とえば、中世、ロマネスク、
ゴチ ック、ルネ ッサンス、バ ロック と続 く様式の変遷 の実態 と意 味一 にっいて、
多 くの蒙 を啓かれた者 のひ と りである。訳 しなが ら、大いに学 ばさせていただ
いたわけで、それも、足掛 け十年近 くにもわたって、である。 同僚ではあった
が、わが師の恩、とばか りに、感謝 を捧 げた くもなるのである。
「や っぱ りウィーンに戻 るんですね。 でもウィー ンは遠 いなあ、寂 しくな り
ます。」久 し振 りに会って、積 る話 を伝 えるはず が、ついつい、暗 くなった。
「はい、帰 ります。」 そ う言ったあ と、す ぐに、彼は付け加 えた ものだ。
「でも、いまや ウィー ンはずっ と身近になった よ。 ワル シャワ経 由な ら、非
常に安 く、 しか もほ とん ど直行便並みの時間でウィー ンに着 くか らね。 ウィー
ンは近いんです!」 そ う言って明るく笑 って くれた。
あ りが と う、ループ レヒター さん!い ままでのこと、すべてに、すべてに、
あ りが と う!
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いま さら何だが、 ドイツ語 を話す ことは苦手 だ。まった く話せ ない とい うわ
けで もな く、学生の時はイエナ、 ワイマール 、パ リと行 ってきた し、勤めてか
らでもベル リンに4ヶ 月 ほど、短期留学を して研究のためエルベ川の辺の街 々
を見てきてい る。 その後 も二度に分けての単独の研 究旅行 で、 ウィー ン、ザル
ツブル ク、南 ドイツの街 々、 ライ ン川 沿いの街々 を見てきてい る。旅 が終わる
たび に、 ああ、おれ の ドイ ツ語 も上達 したなとは思 うのだが、いつ も日本 に帰
ってくると、元 の木阿弥になって しま う。
そ もそ も私が学生 だった頃、先生たちの中には ドイツ語 をまった くしゃべ ら
ない方たちがいた。文学は、テクス トを通 じて幻想空 間の 中で遊ぶこ と。現実
の街や土地や 自然 を知 ることは、副次的 なことであ り、場合に よっては幻想力
が衰退す ることにつ なが りかねない。た とえそれ が どんなキマイラ的な幻想で
あるに しても。 当時か ら経済人類学者 の栗本慎一郎氏 などは、そのよ うな考 え
を 「笑止」なものとされていた し、森鴎外 とい う先達 を見れば(鴎 外 は医学校
出の実学者 として ドイツに行 ったわけだ し、もともとその教育は、ネイティブ ・
ス ピーカー の ドイツ人によって行 われた ものだったが)、なにもそ う美 しき阻路
に閉 じこも らな くて も、とい う気持 ちも自然 と私 の中に生まれ てくるのだった。
だがその一方 で、学生時代の私 の関心は、 ドイ ツ語圏の思想 家や そのテ クス ト
に 占め られ 、 ドイツ語会話 な どには何の興 味もなか った し、 ドイ ツ人教師の姿
が見えると、あのキマイ ラ的な巨人族の裾 にす っと隠れるのだ った。
ループ レヒター先生のこ とを考 えると、不思議な気がする。ず っと以前か ら
知っていたよ うな気 もす る し、つい この間知 ったばか りのよ うな気 もす る。ル
ープ レヒター先生の履歴書 を私の履歴 書 と比べてみ ると、それ もそのはずで、
ループ レヒター先生が初 めて 日本で教職 に就 き、都立大学の非常勤講師をつ と
めていたのが、1986年か ら1988年までの3年 間。 この時期 は私が都立大の修
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士課程 の学生 として大学に通 っていた時期 とぴ った り重な筍。おそ らく私はル
ープ レヒター先生の名前 をどこかで聞きなが ら、 ドイツ語会話 の授業を意図的
に避 けていたのだ。1990年に私が都立大の助手に就任 したときには、ループ レ
ヒター先生はすでに、委嘱講師 として ウィー ン大学に帰ってお られた。われ わ
れ がいわば初めて出会 ったのは、1992年にルL-一一Lプレヒター先生 が都立大の助教
授 に就任 され、2001年に私が岐阜大学か ら再び都立大に戻ってきてか らのこ と
だ。
それで もしば らくの問、われわれ はお互いに会話 をするこ とはなかった。(自
分 とドイツ語 で会話 をしようとしない人問に対す る、ループ レヒター先生 の怒
りを後年知るこ とにな り、あのまま話 さないでいた らと、い ささか身の縮む思
いがする。)しか し大学改革があ り、 ドイツ語教室の規模 も縮小 し、教員 の定年
とともにスタ ッフの数 も、一人二人 と少な くな り、気がつ けばわれ われ は4,
5人の小グループ となっていた。 これでは、お互い に話 さないわけにはいかな
い。 こうして可笑 しな 「タンデム」がは じまった。ループ レヒター先生の 日本
語を読む能力 は相 当高い レベル にあ る。 一度 、大正時代の建 築家 の論文 を彼 が
読んでいて、知 らない漢字や言い回 しを尋 ね られて、閉 口した覚 えが ある。 た
だ し話す方 は、私の ドイ ツ語の会話能力 といい勝負である。 当初 の計画では、
1時間ほどお互いが ドイ ツ語で話 し、1時 間ほどお互いが 日本語で話す、 とい
うつも りでいたが、ひ じょうにまだるっこ しく、いつ しかルー プレヒター先生
は ドイ ツ語で、私は 日本語で しゃべる とい うス タイルになって しまった。 これ
では 「タンデム」 も何 もあった ものではない。ただお互 いのコ ミュニケーシ ョ
ンの機会は、格段 に増えた。
ループ レヒター先生は控えめで、出 しゃば るところがなく、それでいてウィ
ーンの都 会風 の洗練 さももち、 ある種 の男気 も備 えて らした。 「出身は どこ?」
とい う私の軽い質問に 「東チ ロルのMatreiとい う町だ。」とい う答が返 って き
た。 とっさに.「アルプスのの どかな放牧風景」が頭 をよぎったが、のちにザ ビ
ーネ ・グルーバー氏 の小説 《StillbachoderDieSehnsucht》を読んで、チ ロル
が ドイツに もイ タ リアにもオース トリアに も帰属す ることを是 としない厳 しい
地域であるこ とを知って、身 の引き締ま る思いを した。ループ レヒター先生は
うちの大学 で長 く ドイツ語 圏文化史の講義をもち、その該博 な知識 には定評 が
あった。タンデムの中で飛んで くる質問 も、その知識の裏付 けがあった。「クル
ト ・ジンガーの 『三種 の神器』の翻訳は 日本 にあるかい。」 「遠藤周作の 『侍』
を知ってる?私 見では、三 島の 『金閣寺』 よ りす ぐれているよ うに思えるん
ヴァル ター ・ループ レヒター先 生の こと21
だが。」「堀 口捨 己の建築を どう思 う。」私の太刀打 ちでき る問いではない。そん
なループ レヒター先生 の、文学 ・建築 ・文化記号論 についての知見の詰 まった
本 が 最 近 出 版 さ れ た 。WalterRuprechter:Passagen-Studienzum
KulturaustauschzwischenJapanunddemWesten.MUnchen(Iudicium)
2015退 官に合わせて しっか りと論集 をま とめあげた。見事 と言 うしかない。
退官後は、 ウィーンの出版社に勤め、悠 々自適の生活 を送 る との こと。 ブルー
ノ ・タウ ト、クル ト・ジンガー、丹下健三、堀 口捨 己、桂離宮、遠藤周作な ど、
文学、建築、文化 に造詣の深い、 日独懊 の文化に通 じた文化人 として、 ウィー
ンで声望 を集 めるのだろ う。羨ま しいよ うな、寂 しい ような気持ちが どこかに
ある。私には、二人 き りで食べた ウィーンの郷土料理 の味を忘れ ることができ


















卒論 ・修論 ガイ ダンス(13:00～)
(月・火)独 文合宿(御 嶽山にて、卒論 中間発表)
ドイツ語資格 ・検定ガイ ダンス(12:00～)
2年次所属決定ガイ ダンス(12:00～)







基礎科 目群 言語科 目 未修言語科 目第二群
ドイ ツ語1-101a古屋 裕一
ドイ ツ語1・101b園田 み どり
ドイ ツ語1-101c糸瀬 龍
ドイ ツ語1-102a園田 み どり
ドイ ツ語1-102bヴァル ター ・ループ レヒター
ドイ ツ語1・102c米本 晶













































教養科 目群 文化 ・芸術 ・歴 史
ドイ ツ語圏の文化 園 田 み どり 〔後期〕
専門教育科 目(都市教養学部人文・社会系国際文化コース欧米文化論分野ドイツ語圏文化論)
ドイツ語 圏特殊講義 歯 山本 潤 〔通年〕 中世 ドイツ文学入門
ドイツ語 圏文化演習歯 園田 み ど り 〔通年〕ナチ政権下における抵抗文学
上級 ドイ ツ語 稲 田 文子 〔前期〕 〔後期〕
ドイツ語圏文化演習de古屋 裕一 〔逼年〕W.ベンヤミン 「1900年頃のベル
リンの幼年時代」精読
ドイツ語学概論A保 阪 靖人 〔前期〕 ドイツ語構造の考察、言語分析手法
ドイツ語学概論B保 阪 靖人 〔後期〕 ドイツ語構造の考察
1ドイ ツ語圏文化論A*古 屋 裕一 〔前期〕 フランツ ・カフカ 『城』精読
ドイ ツ語圏文化論B★ 古屋 裕一 〔後期〕 フランツ ・カフカ 『城』精読
ドイ ツ語圏文学演習★ 園 田 み どり 〔通年〕読解基礎演習
ドイ ツ語作文1小 野 森都子 〔前期〕
ドイ ツ語作文II小 野 森都 子 〔後期〕
ドイツ語圏文化史A*W.ル ープ レヒター、山本 潤 〔前期〕18世紀文化
史
ドイツ語圏文化史B★W.ル ープ レヒター、山本 潤 〔後期〕19世紀文化
史
上級 ドイツ語 杉山 有紀子 〔前期〕 〔後期〕オーストリア短篇小説精読
ドイツ語圏文学論A*瀬 尾 育生 〔前期〕ユンガーr世界国家』講読
ドイツ語圏文学論B★ 瀬尾 育生 〔後期〕ハイデガーr世界像の時代』講読
ドイツ語圏文化論Aヴ ァル ター ・ループ レヒター 〔前期〕「シュトゥルム・
ウン ト・ドランク」と古典主義
ドイツ語圏文化論Aヴ ァル ター ・ループ レヒター 〔後期〕19世紀ロマン
主義
ドイ ツ語学特殊講義喪 成 田 節 〔前期〕 〔後期〕 ドイツ語の文構造
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ドイツ語学演習*福 本 義憲 〔前期〕E.T.A.ホフマンr不気味な客』講読
ドイ ツ語史★ 福本 義憲 〔後期〕 ドイツ語の成立
ドイ ツ語会話1カ ー リン ・プレン 〔前期〕 〔後期〕
ドイ ツ語会話IIカ ー リン ・プ レン 〔前期〕 〔後期〕
ドイ ツ語学特殊講義★ 山本 潤 〔通年 〕『ニーベルンゲンの歌』講読
ドイ ツ語 圏文化論Asc丘 沢 静也 〔前期〕マンネ リズムの研究
ドイ ツ語圏文化論B★ 丘沢 静也 〔後期〕マンネ リズムの研究
欧米文化論卒業論文(ド イ ツ語圏)全 教員
専門教育科 目(教 職関係科 目)





イ ツ語学 ドイ ツ文学研 究 ・ドイツ語学 ドイツ文学特論需 山本 潤
〔前期〕〔後期〕 中世 ドイツ文学入門
ドイツ語 圏文化論研 究 ・ドイツ語圏文化論特謝 園田 み ど り
〔前期〕 〔後期〕ナチ政権下における抵抗文学
ドイツ語 圏文化論研 究 ・ドイ ツ語 圏文化論特論★ 古屋 裕一
〔前期〕 〔後期〕W.ベンヤミン 「1900年頃のベル リンの幼年時代」精読
ドイツ語圏文化論研究 ・ドイツ語 圏文化論特論★ 古屋 裕一
〔前期〕 〔後期〕フランツ・カフカ 『城』精読





ドイ ツ語学 ドイツ文学研 究 ・ドイツ語学 ドイ ツ文学特論*瀬 尾 育生
〔前期〕ユンガーr世界国家』講読
〔後期〕ハイデガー 『世界像の時代』講読
ドイ ツ語学 ドイ ツ文学研究 ・ドイツ語学 ドイツ文学特論*ヴ ァルター ・ル




現代 ドイツ言語学研究 ・現代 ドイツ言語学特論★ 成 田 節
〔前期〕 〔後期〕 ドイツ語の文構造
ドイ ツ語圏文化論研究 ・ドイツ語圏文化論特論喪 福本 義憲
〔前期〕E.TA.ホフマンr不気味な客』講読
ドイ ツ語学 ドイツ文学研 究 ・ドイツ語学 ドイ ツ文学特論需 福本 義憲
〔後期〕 ドイツ語の成立
中世 ドイツ語学文学研究 ・中世 ドイツ語学文学特論★ 山本 潤
〔前期〕 〔後期〕『ニーベルンゲンの歌』講読
ドイ ツ語圏文化論研究 ・ドイ ツ語圏文化論特論★ 丘沢 静也
〔前期〕 〔後期〕マンネリズムの研究
修 士論文指導(独 文)園 田 み どり、W.ループ レヒター、古屋 裕一、
山本 潤




高橋 優輝 近代 ドイツ児童文学におけるメルヘン及びアンチメルヘンの考
察
中西 美帆 村上春樹 『ノルウェイの森』の ドイツ語翻訳における 「死」の
解釈と表現
西口 太郎 仮面を付けたラッパーとヒップホップの空間
箱田 舞 ハインリヒ ・ベルの短編三作品における戦中 ・戦後の ドイツの教
育に対する問題提起
濱村 祐美 二度の大戦で 「進化」するプロパガンダ、そして現代の私たち
4.修士論文題 目
小林 真奈美 エー リヒ ・ケス トナーの二重性





[共著]ア イスラン ド・グ リー ンラン ド・北極 を知 るための65章 、小澤実 、
中丸禎子、高橋美野梨(編 著)、明石書店、334・338頁、2016年3月
犬飼 彩乃(計1点)
[共訳書]ア ラー世代、アフマ ド ・マンスール(著)、 高本教之、犬飼彩乃、
由比俊行、早川文人、平井敏雄、荻原耕平(訳)、 晶文社 、全333頁 、2016
年11月
● そ の 他 の 研 究 成 果 の 発 信
ヴ ァル タ ー ・ル ー プ レ ヒ タ ー(計3点)







[口頭発表]オ ース トリアにお ける 「ドイ ツ国民叙事詩」研究一 『ニーベル
ンゲンの歌』 の 「オース トリア性 」、2016年度 日本独文学会秋季研究発表会
シンポジ ウム 「人殺 しと気狂いたち」 の饗宴あるいは戦後オース トリア文学
の深層、2016年10月23日、関西大学
犬 飼 彩 乃(計1点)
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